　　　　　　　　　　　　　 

平成26年度　野生動植物への放射線影響ワークショップ

プログラム案

10：00～10：10　開会　環境省挨拶

10：10～10：50、質疑10分　Dr. Igor GUDKOV
チェルノブイリにおける陸上野生動植物に関する放射線生物学的研究について

11：05～11：45、質疑10分　Dr. Dmitri GUDKOV 
チェルノブイリにおける水生動植物への長期的放射線被ばくの影響について
12：00～13：00　昼食

13：00～13：10　東北大学加齢医学研究所　漆原佑介

　被災動物の包括的線量評価事業と霊長類動物への影響解析

13：15～13：25　福島大学環境放射能研究所　難波謙二教授

　　環境放射能研究所の取組（仮）

13：30～13：50　福島大学環境放射能研究所　Dr. Vasyl IOSHCHENKO
福島における植物への放射線影響調査

14：00～14：25　独立行政法人国立環境研究所　玉置雅紀・大沼学・深澤圭太

国立環境研究所における災害環境研究への取り組み

14：30～14：40　東京農工大学　五味高志

　　森林と川のつながりにおける生物への放射性セシウムの生物蓄積評価

14：45～14：55　東京海洋大　松本　陽

　　シロメバルSebastes cheni生体における放射性セシウム濃度の測定と生物学的半減期の推定

15：00～15：15　休憩

15：15～15：25　北海道教育大・釧路校　伊原禎雄教授

　福島県のトウホクサンショウウオ胚で観察された所見
15：30～15：40　山階鳥類研究所　仲村　昇

15：45～15：55　　環境省自然環境計画課　柳谷牧子

野生動植物への放射線影響調査（仮）

16：00～16：10　放射線医学総合研究所　渡辺嘉人

　　東電福島第1原発周辺地域の森林樹木における放射線の影響

16：15～16：25　放射線医学総合研究所　丸山耕一

　　メダカへの放射線影響調査

16：30～16：40　放射線医学総合研究所　府馬正一

　　福島におけるサンショウウオの線量評価

16：45～16：55　放射線医学総合研究所　久保田善久

　　福島第1原発事故により最も汚染した地域に生息する野ネズミの被ばく線量評価

17：00～17：20　総合討論

17：30　閉会

要旨発表

日本野鳥の会　山本　裕　ツバメと水鳥への放射性物質の影響調査


